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⾣ 概　　　要

マスίンクリート（ߏをは͡め෦ੇࡐ๏の大きなί

ンクリートߏ）では，ηϝントのਫ和発のӨڹによりί

ンクリートにͻびׂれがੜ͡る。ίンクリートߏに発ੜす

るͻびׂれを低ݮするには，ଧͪࠐ·れたίンクリートの現状

のԹ度をධՁするととに，࠷適なཆੜ方๏をݕ౼するこ

とがॏ要となる。そのため，施工݅をྀߟしたղੳをࣄ

前に行いͻびׂれ発ੜリスクがݕ౼される。·た，実ࡍにଧͪ

，ଌなͲが実施される。しかしܭれたίンクリートのԹ度·ࠐ

これらのݕ౼はޙࣄのධՁとして׆用されることが多͘，ίン

クリートのԹ度ͻびׂれ発ੜリスクをリΞルタイムで

Ѳし，ཆੜなͲの対ࡦにөできていないのが現状であった。

そのようなഎܠから，現に設置したԹ࣪度ܭのデータをί

ンクリートのཆੜ݅としてパιίンにऔりࠐΈ，現状のίン

クリートのԹ度ͻびׂれ発ੜ確率をղੳによりリΞ

ルタイムでѲできるシスςム（マスίンウΥッチϟー）を開

発した（図─ 1）。本シスςムでは，ղੳ݁Ռにͮجきίンクリー

トに࠷適なཆੜを行うことができるため，ͻびׂれの発ੜを

制し高࣭なίンクリートߏをߏஙできる。

⾣ 特　　　徴

ᶃ現の֎ؾԹ度，࣪度（ίンクリートのཆੜ݅）をリΞル

タイムでパιίンにऔりࠐΈ，30 ʙ 1 時間間ִで 3 元࣍

F&M ๏によるԹ度応力ղੳを実施する。

ᶄղੳ݁Ռは，ࢦఆしたՕ所のίンクリートԹ度ͻびׂれࢦ

の時ܥ列グラフ表 （ࣔ図─ 2）ίンターਤ（図─ 3）で表ࣔ。

ᶅղੳ݁Ռにͮجいて֎෦ཆੜ装置（ࢄਫ，Թ࣪度制ޚ，パイ

プクーリング，ώーター等）を制ޚし࠷適なཆੜを実施する。

ᶆͻびׂれ発ੜ確率のしきいを༩えておき，ܯ報ϝール等を

৴。·た，ղੳ݁Ռを WFC ্で確認することできる。

ᶇίンクリートԹ度ͻびׂれࢦのকདྷ༧ଌのղੳ機能ί

ンクリートԹ度の実ଌ݁Ռにͮجきίンクリートの発ಛ性

（அԹ度্ঢಛ性）のݟし機能を有する。

⾣ 用　　　途

・ίンクリートߏ全ൠ，トンωル෴工の施工ཧ

⾣ 実　　　績

・έーιンۥ体，BO9 Χルバート，道路٭ڮなͲ

⾣ 問 合 せ 先

㈱フδタ　広報ࣨ

˟ 151�8570　東京ौ୩۠ઍବϲ୩ 4�25�2

T&L：03�3402�1911（表）
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